
-場所樋原市上飛騨町

(平城宮跡のボランティア解説 (無料))

国の特別史跡である平城宮跡をボランテイアが解

説します。

玉 l'城 'j~\.跡資料館や遺構展示館、復!由、された束院庭

闘、朱甘:門など見どころ満載、ぜひ平城日跡の壮大

なIf.t史に触れてみて下さい。

(各施設休館日 (月略、(月日掘が祭日の場合はその翌日))

・備考 団体信雄i以上)は事前に巾し込んでください。

巾込先文化財情報課 (内線2日8，219) 

I研究室紹介
毎回2M究室を町l次紹介していきます。
建造物研究室 (文化遺産研究部)

これまで孤立していたかのような建造物研究室

は、この4月に新しい組織になって生まれた文化遺

産研究部に所属する三つの研究箆のひとつとなりま

した。現在のところ人に移動はなく、研究のめざす

ところや役捌も以前から定まっていて変化はあ りま

せん。けれども取り組み方には変化があります。独

立行政法人化にあたり5ヶ年の研究計画と予算計画

をたて、この目僚にそって活動することになったの

です。

5ヶ年計画に挙げた研究は大きく分けてふたつあ

ります。

ひとつは、古代から近世に至る伝統建築、!.I!吉年 -

m!;l症み、近代建築、近代化遺産など、歴史的建造物
全般の基礎l醐査とその保存修復についてでありま

す。とくにこの5ヶ年のIIlJに、これまで続けられて

きたわがl到の挺史的建造物保存修復の考え方や手法

を明治191までさかのぼって採り、これからの保存に

活かすために分析してその紡栄をまとめることに し

ています。

もうひとつは、文化庁が奈文相fから特わって直接

おこなう平城宮第一次大極殿およびj(極殿院の復原

五分のー構造艇型による1出版第一立大極限の検討

<II殺に対する学術而の指導 。助官、さらにはそれら

の基盤となる古代建築の総合研究です。復原!II業は

まさにこれからが本番で、股計や施工段階での細部

の研究から復!庄の具体的な方針にいたる検討などの

場I町では、これまで研究をおこないながら復原邪業

をすすめてきた奈文研の研究者の参加がますます必

要となります。

.ill造物研究室はこのような研究を活かし、地方自

治体が実施する建造物の基礎間査、集落 ・町立主み削

査、近代化遺産の調査などに参加するとともに、建

造物の保存修復事業や泣跡の建造物f草原'11梁にも関

わっています。

研究室は技'Ji2名と奈良県から文化財修理1技師を

迎えた3名体制ですが、 f也の郎防の5名と斡l主lから受

け入れた研究員I名を力11え、全部で9名が建築l瑚係研

究-1'0.として活動しています。

考古第一調査室(平械宮跡発掘調査部)

-'-，?:城宮跡発姻湖査部では、平城宮の発掘湖査をす

すめるだけでなく、平成J;~内の宅地や寺院について

の発抑制査も行っています。本;I'}立から、考古研究

部1"13豆、建築庭園研究部門でl室、文献史研究部

門l主の5間査室体制になり、それぞれ務理研究を分

担しています。各f悶査主主つまり、各専門分野のメン

ノ〈ーがチームを組んで知!~~を出し合いながら、自陣:詰

しながら一つの遺跡の発掘調査をすすめていくこと

が、創立以来の当研究所の基本的な柿神であり、 1止

にいう 「学際的Jな研究をはるかに先取りしてっく
りあげられた調査研究体制を縦承しているところ

に、奈良文化財研究所の大きな特色があります。こ

れによりこれまでにさまざまな成栄を積み lげてき

ていることを忘れてはなりません。

発掘調査では様々な遺物が掘り出されるが、瓦と

土絡を除いたさまざまな出土品の整理、研究を担当

しているのが考古第一捌査笠です。木を使って作ら

れた尖に多様な木製品、砥石、石得、宝玉置iなどの

石製品、銭貨、鏡、 f貯金具などの銅製品、鎌や鋤や

刀の刃あるいは釘、かすがいなどの鉄製品、 樹木、

平本、極子などの植物遺体、問、牛などのfiなどな

ど、往時の生活文化のありょうを明らかにする鍵と

なるさまざまなそノを研究対象としています。この

ような多極多様な遺物を取り扱っていることから、

整理、分析をすすめるには幅広い知識が要求される

ことになります。現夜研究nは室長以下4人のメン
パーであり 、また造物の洗it{1功、らは じまり、コン ピ

ューターを駆使した膨大なn誌のデータ整理Mにいた
るまで、頼もしき4人の女性陣の支援を受けながら

調査研究が続けられています。
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